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duringdevelopment
HisaoNambu
ToyamaScienceMuseum
Water.CaandMgcontents(expressedby%tobodyweight)werefollowed
duringdevelopmentinthelaboratorycondition.Watercontentincreased
markedlyafterhatching,andstayedunchangedtometamorphosisafterwhichit
wasdecreasedslightly ・Cacontentincreasedgraduallythroughdevelopment
untilmetamorphosis.Duringmetamorphosis.Cacontentincreasedremarkably.
Thismaybeduetotheossificationofskeletalbones.Ontheotherhand.Mg
contentshowedlittlechangesduringdevelopmentandmetamorphosis.Final
ratioofCatoMgiustbeforethecompletionofmetamorphosiswas1I.
ウ ゥ オ の 副 甲 状 腺 は 血 清 C a 濃 度 の 上 昇 に 直 接
関 与 せ ず(Oguro.1973;OguroandUchi-
YAMA.1975). 有 尾 両 生 類 の 体 内Ca 濃 度 調 節
機 構 は 無 尾 両 生 類 と は 異 な る こ と が 示 唆 さ れ て
い る 。 こ れ ら を 考 え 合 わ せ た と き ， 有 尾 両 生 類
の C a の 動 態 を 調 べ る こ と は 有 尾 両 生 類 の 体 内
C a 濃 度 調 節 機 構 の 解 明 に 重 要 で あ る と 考 え ら
れ る 。 ま た 両 生 類 の 成 体 の 含 水 量 は 数 種 で 調 べ
ら れ て い る が ， 発 生 に 伴 う 変 化 は 殆 ん ど 不 明 で
(Leist.1970). 水 と 密 接 な 関 係 を 有 す る 両 生 類
で 発 生 に 伴 う 含 水 量 の 推 移 を 知 る こ と は 興 味 あ
る と こ ろ で あ る 。
な お 日 頃 御 指 導 い た だ き ， 原 稿 の 御 校 閲 を 賜
わ っ た 富 山 大 学 小 黒 千 足 教 授 ， 笹 山 雄 一 博 士 に
深 く 謝 意 を 表 す る 。
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約 十 年 前 に は 殆 ん ど 不 明 で あ っ た 肥 虫 類 や 両
生 類 な ど の 下 等 脊 椎 動 物 の 体 内 C a 濃 度 調 節 機
構 は 近 年 次 第 に 明 ら か に な り つ つ あ る （ 小 黒 ．
山 根,1972) 。 そ れ ら に よ る と 無 尾 両 生 類 の 体 内
C a 濃 度 調 節 機 構 に は 哨 乳 類 と 同 様 ， 内 分 泌 器
官 で あ る 副 甲 状 腺 お よ び 鯛 後 腺 が 重 要 な 役 割 を
果 し て い る 。 即 ち 血 清 C a 濃 度 の 上 昇 に 副 甲 状
腺 が(Oguro,1971;OguroeJa/.,1975).
血 清 C a 濃 度 の 急 激 な 上 昇 抑 制 に 鯛 後 腺 が 関 与
し て い る(Robertson.1971;Sasayamaand
Oguro.1975) 。
一 方 ， 有 尾 両 生 類 の 体 内 C a 濃 度 調 節 機 構 に
関 す る 知 見 は 乏 し く ， さ ら に 幼 生 に つ い て の 報
告 は ほ と ん ど な い 。 イ モ リ の 副 甲 状 腺 除 去 は 血
清 C a 濃 度 の 減 少 お よ び テ タ ニ ー 症 状 を 引 き 起
す が(Oguro.1969;OguroandUchiyama,
1 9 7 5 ) , 夕 イ リ ク ハ ン ザ キ お よ び ク ロ サ ン シ ョ
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censStejneger の 卵 塊 は1977 年3 月24 日 富
山 県 高 岡 市 と ， 同 年 4 月 4 日 同 八 尾 町 で 採 集
し た 。 飼 育 は 僻 化 前 ま で 1 0 ℃ 前 後 の t a p -
water 中(3 ～3.5mg/100miCa,0.75mg/
1 0 0 m i M g ) で 行 い ， 僻 化 後 は 室 温 で 飼 育 し ， 餌
と し て イ ト ミ ミ ズ を 与 え た 。 幼 生 の s t a g e は 津
野 十 蔵 ( 1 9 4 7 ) の ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の 発
生 段 階 図 に 準 じ ， 原 腸 期 よ り 変 態 完 了 直 後 ま で
の 間 で 形 態 的 特 徴 の 著 し い14 のstage を 選 び
測 定 を 行 な っ た 。
C a , M g 測 定 は 以 下 の よ う に 行 な っ た 。 幼 生 の
体 表 水 分 を ろ 紙 で 除 きwetweight を 測 定 ，
120 ℃ で 乾 燥 後dryweight を 測 定 し た 。 マ ッ
フ ル 炉 で 灰 化 し た 後 , 灰 を 2 N 塩 酸 で 希 釈 し ， 原
子 吸 光 分 光 光 度 計(NipponJarrellAsh 社
AA-80 型 ） で 全Ca,Mg 量 を 測 定 し た 。 ま た ，
以 上 の 結 果 よ り 計 算 に よ っ て そ れ ぞ れ のstage
に お け るI.wetweight-dryweight/wet
weight( 含 水 量).U.totalCa/wetweight お
よ びtotalMg/wetweight( 体 重 当 り の 全Ca
量 お よ び 全Mg 量),III.totalCa/totalMg( 全
M g 量 に 対 す る 全 C a 量 ） を 決 定 し た 。
増 加 し, 前 肢 の 完 成 す るstage58 で 最 高 値 約96
％ を 示 し た 。 そ の 後 含 水 量 は 徐 々 に 減 少 し ， 変
態 完 了 直 前 のstage66 で 約87% を 示 し た 。 こ の
こ と は 僻 化 後 含 水 量 が 急 速 に 増 加 し ， 変 態 期 を
通 じ て や や 減 少 す る こ と を 示 し て い る(Fig.l) 。
Ⅱ 体 重 当 り の 全 C a 量 お よ び 全 M g 量
体 重 当 り の 全 C a 量 は 卿 化 前 で 0 . 0 2 % 前 後
の 値 を 示 し た 。 こ の 値 は 発 生 変 態 を 通 じ 増 加 し ，
後 肢 の 完 成 す るstageGl で 約0.10% に 達 し, 変
態 完 了 直 前 のstage66 で は 約0.23% を 示 し た 。
一 方 体 重 当 り の 全 M g 量 の 変 化 は C a と は 異
な り ， 僻 化 前 0 . 0 3 4 % 前 後 の 値 を 取 り ， 僻 化 後
減 少 しstage52 で 最 低 値0.009% を 示 し た 。 そ
の 後 徐 々 に 増 加 し ， 後 肢 の 完 成 す るstageGl で
約0.013%. 変 態 完 了 直 前 のstage66 で は 約
0.021 ％ の 値 を 示 し た(Fig.2) 。０ Ｏ Ｏ
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結 果
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解 化 前 に は 全 M g 量 は 全 C a 量 よ り 多 く ， そ
の 値 は 約 2 倍 で あ っ た 。 し か し ， 僻 化 後 全 C a 量
は 急 速 に 増 加 し ， 後 肢 の 完 成 す る s t a g e O l で 全
M g 量 の 約 8 倍 ， 変 態 完 了 直 前 の s t a g e 6 6 で 約
11 倍 に 達 し た(Fig.3) 。
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Fig 、1.Changeofwatercontentin
Hynobius 冗 唱 γescens.duringdevelop
ment.ArrowsdesignatedHandMshow
hatchandcompletionofmetamorpho
sis.respectively.
4 2
ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 含 水 量 及 び 体 内Ca.Mg 量
な り ． 発 生 変 態 に 伴 う C a の 急 速 な 増 加 に 比 べ
る と 顕 著 な 増 加 は み ら れ な い 。 変 態 に 伴 っ て 起
る 骨 の 硬 化 は 主 と し て C a 塩 の 沈 着 に よ る こ と
を 考 え る と 興 味 あ る 知 見 で あ る 。
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考 察
本 研 究 の 結 果 ， ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ 幼 生 の 含
水 量 は 僻 化 後 急 速 に 増 加 し ， そ の 後 変 態 期 ま で
徐 々 に 減 少 す る こ と が 明 ら か で ， こ の 結 果 は ア
フ リ カ ッ メ ガ ェ ル X e n o p u s l a e v i s の 結 果
と 類 似 す る(Leist.1970) 。 ま た ， ア フ リ カ ツ メ
ガ エ ル の 幼 生 で は 皮 膚 の 透 過 ' 性 は 発 生 の 進 行 と
と も に 低 下 す る こ と が 報 告 さ れ て お り ( S C H L T -
HElSefa/..1972). 本 種 は ア フ リ カ ツ メ ガ エ ル
と 類 似 し た 水 分 調 節 機 構 を 持 つ こ と が 示 唆 さ れ
る 。
ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 全 C a 量 は 発 生 変 態 を
通 じ 増 加 し ， 特 に 変 態 期 に お け る 増 加 が 著 し い
こ と が 明 ら か と な っ た 。 無 尾 両 生 類 幼 生 で は 変
態 最 盛 期 に 骨 の 硬 化 に 備 え ， 傍 脊 椎 石 灰 嚢 へ
Ca の 沈 着 が 起 る(GUARDABASSI'.I960;PlL
kingtonandSimkiss.1966) 。 し か し 有 尾
類 の ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ で は 傍 脊 椎 石 灰 嚢 は 発
達 が 悪 く ， 有 尾 両 生 類 の 体 内 C a 濃 度 調 節 機 構
は 無 尾 類 と は 異 な る こ と が 暗 示 さ れ る 。 こ の 点
無 尾 類 で の 類 似 の 研 究 が ま た れ る 。
一 方 ， 全 M g 量 の 変 化 は C a と は 明 ら か に 異
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